
研究所記入欄 可

「都市生活意識調査」ローデータ利用申請書

年 月 日 申請

「都市生活意識調査」の調査ローデータの利用を申請します。利用にあたっては、書類２「誓約書」に記載さ
れた成約事項を遵守します。

1.申請者氏名 印

2共同研究者氏名 印

印

印

3その他の利用者氏名 印

印

4.研究題目（研究内容を特定するのにもっとも適切な題目を記入して下さい）

·················································.. ·····.................................................,,..........................................................................................．.．.．．..．．......．...．..．．．．．.．．..．.．.．．．．．．...,..．．.....．..．. 

5.研究経費 口私費 口公費 口その他
※
（ 

具体的に記入してください。
（一つだけチェックしてください）

6.申請区分
□新規 口延長継続 口変更継続

（一つだけチェックしてください）

（前回と同様） （研究題目・身分などの変更あり）

研究所記入欄

申請許可日

データ利用期間

年
一
年

月
＿

月

日1完了日

日

年
一
年

月
＿

月

日
＿
日



薔覇２

誓 約 書

「都市生活意識調査」のロ ーデータの利用にあたって、以下の事項を遵守することを誓約します。

1. 「都市生活意識調査」のロ ーデータ（以下、調査ロ ーデータ）は、学術・研究目的のみに利用します。

2. 訓査ロ ーデータの利用にあたっては、調査対象の秘密保護を図り、調査対象を特定しようとする行
為、およぴここの調査対象が識別できる形式での発表は一切しません。

3. 調査ロ ーデータは、利用申請書（書類 1) に署名した者だけが利用します。

4. 調査ロ ーデータを第三者には提供しません。

5 
調究ロ ーデータの利用が許可された 1 ヶ月以内に、定められた配送手数料およぴ配送料を所定の手

• 続に従って納付します。

6. 利用期限終了日までに、調査ロ ー データを公益財団法人ハイライフ研究所（以下、研究所）に返却
し、調査ロ ーデータのコピーを作成した場合はそのコピーを消去・破棄します。

利用期限終了日までに、所属・身分の変更により利用者の資格を失った場合は、直ちに研究所に報
7. 告し、資格喪失後1ヶ月以内に調査ロ ーデータを研究所に返却し、調査ロ ーデータのコピーを作成

した場合は、そのコピーを消去・破棄します。

8. 利用期限終了日までに調査ロ ーデータの分析結果をまとめた成果物（報告吾等）および研究成果を
作成し、研究所に 1 部を提出します。

9. 調査ロ ーデー タの分析に基づいて成果物等を発表するときは、研究所から調査ロ ーデータの提供を
受けたことを記載し、発表した成果物等を研究所に 1 部提出します。

11.
調査ロ ーデータの利用（貸与した調査ロ ーデータが流出した場合も含む）により何らかの不利益を
被ったとしても、研究所の衷任は一切問いません。

以上の替約が守れない場合、公益財団法人ハイライフ研究所が法律上の手続きをとること
に異存はありません。

年 月

氏 名

日

印




